壁新聞（ポスター）発表要項

全ての一般演題は壁新聞（ポスター）で御発表いただくことになりました。

学会期間中、常設掲示していただき、指定時間に座長を設けて口演していただく形式となります。

Ａ．口演
ａ）発表時間

11月29日（土）11:00～12:00 
ｂ）発表会場と座長

壁新聞発表１：健康福祉制度

会場：レセプションホール（３階）
座長：塩飽邦憲（島根大学医学部環境保健医学講座（環境予防医学）教授）
１．福祉サービス第三者評価の合議形成過程の展開－グランデッド・セオリー・アプローチを用いた分析－
２．結局は知識だ。

３．施設における神経難病患者受け入れの実態報告
４．介護老人福祉施設におけるﾀｰﾐﾅﾙｹｱの取り組み～ﾀｰﾐﾅﾙ期の入所者に関わる看護職と介護職との連携～

壁新聞発表２：健康づくり

会場：会議室３（２階）
座長：渡辺志保（（社）地域医療振興協会ヘルスプロモーション研究センター）
５．歯磨き習慣と生活習慣病の関連

６．大都市部の地区特性を考慮した健康づくり活動の教材開発

７．転倒骨折予防教室の取り組みについて
８．回想法を取り入れた介護予防教室を協働実施した成果と課題

９．介護予防事業と機能訓練事業の実態調査－広島県を対象として－
壁新聞発表３：地域でともに生きる－精神

会場：会議室４（３階）
座長：堀川俊一（高知市保健所長・高知市役所健康福祉部健康推進担当理事）
10．市町村における精神保健福祉対策としての「デイケアクラブ」
11．千葉県における市町村デイケアクラブの現状と課題－栄町の事例から－
12．江東区深川保健相談所におけるアルコール問題への取り組み

壁新聞発表４：地域でともに生きる－心身

会場：中議室（３階）
座長：佐谷けい子（NPO法人シンブル高齢者健康福祉研究所理事長）
13．障がいがある子どもたちの日常生活
14．ダウン症児・者親の会　とらの子会（千葉県船橋市）活動現況
15．当事者の会から社会福祉法人格に至るまでの経緯から見る活動の特徴
16．地域活動支援センターにおける活動の取り組み

17．障害者における障害福祉制度と介護保険制度の利用の現状と課題
ｃ）発表方法

掲示用のスチレンボードを提示して口演していただき（発表時間は８分程度が目安）、座長の司会により総合討論していただきます。
発表の時間配分や全体構成等は座長に一任してありますので指示にしたがって下さい。

Ｂ．掲示
ａ）掲示期間
原則として11月29日（土）9:00 ～ 30日（日）12:00 とさせていただきます（終了後はお持ち帰り下さい－残っていた場合は事務局で処分させていただきます－）。

ｂ）掲示会場
演題番号 １～９：レセプションホール（３階）

演題番号10～17：中会議室（３階）
ｃ）掲示方法

移動可能なスチレンボード（縦1100㎜×横800㎜）に両面テープ（事務局で準備します）で貼っていただきます。
形式には特に制限がありませんが、最上部に演題名と演者名及び所属を明示して下さい。最上部左端（縦105㎜×横105㎜）には事務局で演題番号を印刷させていただきます。
Ａ４横版なら縦４×横２＝８枚、Ａ４縦版なら縦３×横３＝９枚、Ｂ４横版なら縦４×横２＝８枚、Ｂ４縦版なら２×横３＝６枚、Ｂ５横版なら縦５×横３＝１５枚、Ｂ５縦版なら縦４×横４＝１６枚程度貼ることができます（工夫をお願いします）。
なお、設置する机の上には配布物や見本などを展示することも可能です。

事務局（問合せ先）：

千葉大学大学院医学研究院公衆衛生学（担当：石井拓磨）
〒260-8670　千葉市中央区亥鼻１－８－１
TEL：043-226-2069　FAX：043-226-2070
E-mail：kenkouchiba2008@infoseek.jp
URL：http://www.yadokarinosato.org/2008seisaku-g/
